
 

  

 
ウクライナ侵略と日本の平和 

※日本共産党の活動をお知らせします。 

●50％プレミアム付き商品券（5550 万円） 

●漁業・漁船への支援 

 燃油上昇分（約 20 円／ℓ）の 2/1 補助 

（688 万円） 

先の大戦の反省と不戦の誓い 

憲法と地方自治を守れ 
藤倉議員は、「ウクライナ危機の不安に乗じて

日本も敵基地攻撃や軍備増強など、専守防衛や非

核三原則の見直しが強まっている」「防衛費も 11

兆円に拡大」とし、憲法 9 条と地方自治の重要性

を強調しました。 

戸羽市長は、「ウクライナ侵攻はこれまで築き

上げてきた武力行使の禁止、人権の尊重などの国

際秩序を揺るがすもの。日本の原点は、先の大戦

の反省を踏まえた不戦、平和の誓いにある。また、

地方自治を保障し住民の意志にもとづき地方行

政を進めてきた」とし、ウクライナ避難民の受入

れ表明や、一本松のライトアップなどの取り組ん

でいることについて答えました。 
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みなさんの声を市政と国政に 

戦争にならないようにするのが政治。9

条生かして外交力で平和な東アジアを！ 

 

物価・燃油高騰の対策を        

漁船や交通運輸に独自支援 
 伊勢議員は一般質問で、国の地方創生臨時交付金を活用して市

民生活と漁業者などへの支援を強く求めました。 

舟波副市長は、国の交付金とともに、市独自に農業の施設園芸

や漁業の燃油支援、さらに運輸交通業への県交付金への上乗せ補

助の考えが示されました。また、予算審査で藤倉議員が、今回の

3 回目のプレミアム付き商品券発売について、高齢者世帯など広

く利用できるような販売方法を求めています。 

 6月議会で全議案が成立しました。寄せられた声、国

政への怒りを取り上げた日本共産党３議員の一般質問

や予算委員会の活動をお知らせします。 

日本共産党の６月議会報告 

今月年金が下がった！ 
物価上がっているのに！ 

   

伊勢 純議員  大坪涼子議員    藤倉泰治議員 

昔の戦争の時のつらいことを思

い出す。戦争は絶対だめだ。 

 

相手の国の基地を攻撃するな

んて。戦争になってしまう。 

軍事費 2倍は
許せない！ 
財源はどこか

ら？国民から

か？出を言わ

なくなる。共産

党にがんばっ

てほしい。 

 

原発汚染水海洋放出は

絶対に困る。断固撤回だ！ 

震災の時、自衛隊の人たちにお
世話になった。その人たちが戦争

に行くことがないようにして！ 

出を言わなくなる。共産党にがん

ばってほしい。 

 

 また、原発汚染水・アルプス処理水の海洋放

出について、「漁業者の思いを真摯に受けとめ

十分な説明」と「海洋放出によらない新たな処

理・保管方法」を県市長会を通じて国に要望し

てきたと述べました。6 月 6 日の国・東電の県

漁連への説明も合意はできるものではなかっ

たとし、引き続き漁協と協調し国は働きかけて

いくと答えました。 

 

消費税を下げて！ 世界では

91カ国で引下げとか。日本も！ 

 

貝毒の“天敵”発見の研究結果 

「一筋の光が差し込んだ」 
藤倉議員が、東北大研究グループの「貝毒原因のプランクトンの

天敵となる寄生生物を発見」研究結果について質問。 

舟波副市長は「まさに一筋の光が差し込んだ」と述べ、実用化に

向け水産技術センター等と連携していくことを表明しました。 

原発汚染の処理水 海洋放出撤回を！ 

賃金がなかなか上がらな
い 外国では上げっているらしい。 

10 月から医療費が 2 倍っ

てホント！（75歳以上） 

●農業・施設園芸 燃油上昇分へ補助 

（200 万円） 

●バス、タクシー等の交通・運輸へ支援 

 燃油上昇分に補助 300 万円 

 岩手県 1/3、市 1/3 あわせて 2／3 補助 

●学校給食費は値上げせず 

 燃油上昇分に補助 

 

  

最賃ただちに 1000円に。

そして、1500円まで！出

を言わなくなる。共産党に

がんばってほしい。 

 
円安でもうかった

大企業に課税。

いい財源だね 
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